
職業能力の評価方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別添３　　 
Ⅰ．座学（Ｏｆｆ－ＪＴ）における職業能力の評価方法
　　

１．実践型人材養成システムの座学における職業能力の評価方法は、中立性と公立性を維持するために、産学官に所属する人員で構成される人材養成評価委員会が実施する評価テストにより評価する。

· 産…日本金属熱処理工業会、東部金属熱処理工業組合

· 学…日本熱処理技術協会

· 官（公）…東京都立産業技術研究センター

２．人材養成評価委員会は、評価テストの問題作成、テストの実施およびテスト結果の評価などを責務とする。

３．評価テストは、座学（OFF-JT）の教育科目および内容の範囲とする学科試験とし、その難易度レベルは、熱処理技能検定三級に準ずるものとする。

４．評価テストにおける一般的要求水準、試験内容と合否判定基準を以下に定める。

　　　　　　１）一般的要求水準

　　　　　　　　　　熱処理技術に関する基礎知識と職場における基本動作（安全など）に関する知識を習得する。

　　　　　　２）試験内容および合否判定基準

　　　　　　　　　下表のとおり。

　　　　

	試験科目
	出題範囲
	合格基準

	学科試験
	１．熱処理技術に関する知識

２．品質保証に関する知識

３．金属材料に関する知識

４．安全衛生に関する知識
	30問の真偽式において正答が60％以上




　　
Ⅱ．実習（ＯＪT）における職業能力の評価方法
ＯＪＴはジョブ・カード様式６（評価シート）により評価する。　　　

なお、「Ⅲ技能・技術に関する能力（２）専門的事項」は、独立行政法人雇用・能力開発機構「日本版デュアルシステム訓練修了後の評価項目作成支援ツール」を基に、実践型人材養成システム普及のための地域モデル事業により作成した評価基準（東部金属熱処理工業組合）から作成した。

１　要求水準

　　　金属熱処理に関わる分野について、基礎的な知識を有し、職場指導員の一定の指導の元で

段取り、設備操作、検査などの実務が遂行できる。

２　試験内容

1 業務遂行内容

　　　段取り、設備操作、前後処理、検査、設備点検などの作業過程及び性能評価
（作業の早さ、正確性、仕上がりなど）

2 観察評価

　　　職務遂行能力（マナー、協調性、積極性など）

３　評価点及び合格基準

1 すべての項目において、期待レベルへの到達度を、３段階評価（A,B,C）とする。

　　　　A：３点……十分である

　　　　B：２点……ほぼ十分である

　　　　C：１点……不十分である

②　評価点の平均値（総得点÷総評価点×１００）が６０点以上の場合、合格とする。

Ⅲ．合否判定基準

座学(Ｏｆｆ－ＪＴ)と実習(ＯＪＴ)の合格基準を満たす者を合格者とする。





























































